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走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！町長が町長が

米国姉妹都市派遣高校生渡航レポート
　町内在住の高校生２名が町姉妹都市協会から７月 24 日から８月７日までの２週間、米国ウィスコンシン州ラシ
ン市に派遣されました。ホームステイや市民との交流など貴重な体験をされた高校生たちのレポートをご紹介しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　町姉妹都市協会事務局（総務課）　☎内線 210

「コミュニケーションの素晴しさ」
 淺井　淳之介
　「You’re a member of my family」
　ラシンに到着してしばらく、なかなか会話に入って
いけなかった私に、ホストマザーのDawn がそう言っ
てくれました。その言葉が嬉しくて、自分から積極的
に話しかけるようにしていきました。最初は思うよう
に伝わらなくても、ホストファミリーは根気よく会話
をしようとしてくれました。彼らはとても寛大で、感
受性豊かな人達でした。
　また、色々なところに連れて行ってもらえたことで、
様々な文化に触れ、日本との違いを発見することがで
きました。その中で一番心に残ったことは、コミュニ
ケーションの取り方です。ラシンの人々は、皆知らな

い人同士であっても恥ずかしがることなく当たり前の
様に会話をします。些細なことでも目を合わせて丁寧
に詫び、道行く人と目が合うと笑顔で挨拶しあいます。
彼らは日本人にはない親しみやすさを持っていて、と
ても感銘を受けました。日本人もこうであったら、もっ
と心を開くことができると思いました。
　現地の人々の暮らしに触れ、心に触れることができ、
貴重な体験になりま
した。このような機
会を与えてくださっ
たことに心から感謝
いたします。これか
らもいろいろな形で
貢献し、恩返しをし
たいと思います。

「皆違って皆いい」
 髙部　優香
　透き通る水のミシガン湖と街いっぱいの緑。そこか
ら姿を見せる野うさぎや鳥。そんな大自然に囲まれた
街、ラシン。気温も秋口のように涼しく、とても居心
地の良いこの街で過ごした二週間。中でも、養護学校
訪問は私にとって、新しい発見の連続で、深く印象に
残っています。何故、養護学校を訪問しようと思った
か。それは、発達障がいのある弟がきっかけで高校で
福祉を学んでいるからです。その中で、アメリカの福
祉は、世界でも進んでいると知り、実際にどうなって
いるのか自分の目で確かめたいと思いました。
　私は小学校を訪問しました。広大な敷地の中、校舎
は一階建てで、バリアフリー、全てにおいてゆったり

とした造りでした。壁には世界の人々や車椅子に乗る
人が描かれていました。「君ならできる」「挑戦するま
でわからない」などといった生徒のやる気を誘うメッ
セージが印象的でした。しかし、支援や設備が充実し
た中でも、障がいのため、思い通りに行動できない生
徒もいました。そんな時、ほかの生徒が自然と手を差
し伸べる姿が多く見られました。街に出れば不便なこ
とが沢山ありま
す。皆違って皆
いい、助け合お
う。福祉におい
て、それがどん
なに大切なこと
か改めて実感し
ました。
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▲迎賓舘でのレセプションの様子

▲左から２番目が淺井さん、３番目が髙部
さん（ラシン市庁舎市長室にてラシン市長
（右）、姉妹都市協会会長（左）に表敬訪問）

▲右から髙部さん、ホストシスターのオーブ
リーさん、淺井さん


